
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
登攀助材 (2)と、網状保護材 (3) を有し、
該登攀助材 (2)は 多孔質材で、該網状保護
材 (3)に 該吸着型蔓性植物 (H)の登攀間隙 (4)を保って 留金具 (5
)により添設されている
ことを特徴とする吸着型蔓性植物による緑化器 (11)。
【請求項２】
登攀助材 (2)と、網状保護材 (3)と、 枠材 (22)を有し、
該登攀助材 (2)は 多孔質材で、
該網状保護材 (3)は該枠材 (22)に張設され、
該枠材 (22)は外輪郭を規制すると共に設置にも供用されるもので、
該登攀助材 (2)は該網状保護材 (3)に 吸着型蔓性植物 (H)の登攀間
隙 (4)を保って 留金具 (5)により添設されている
ことを特徴とする吸着型蔓性植物による緑化器 (21)。
【請求項３】
該網状保護材 (3)は一対で該登攀助材 (2)を挟んだ状態で配置されている請求項 に記載の
吸着型蔓性植物による緑化器 (21)。
【請求項４】
該登攀助材 (2)はそれぞれ多孔質材の化学繊維の不織布、植物繊維の不織布、ヤシ殻繊維
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と、スペーサー (S)
吸着型蔓性植物 (H)の付着根 (H” )が侵入し得る

、該スペーサー (S)による 、

スペーサー (S)と、
吸着型蔓性植物 (H)の付着根 (H” )が侵入し得る

、該スペーサー (S)による
、

２



のシート、発泡樹脂シート、コルクボード、木毛セメント板、発泡コンクリート板、圧縮
ボード、木板の内の一つである請求項 に記載の吸着型蔓性植物による緑化器
(11,21)。
【請求項５】
該登攀助材 (2)は 該網状保護材 留金具 (5)により留められており
、該登攀間隙 (4)が 複数個 れている請求項 に記載の吸
着型蔓性植物による緑化器 (11,21)。
【請求項６】

【請求項７】

【請求項８】

【請求項９】

【請求項１０】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は吸着型蔓性植物による緑化方法及び緑化器にかかる。
【０００２】
【従来の技術】
植物の登攀方法を大別すると巻きツル型と吸着型になる。
巻きツル型には、アケビのように自ら巻くタイプと、ブドウのように巻きヒゲを持ったタ
イプがある。これら巻きツル型の植物は金網、ネット又はポールなどの登攀補助資材を用
いて登攀させるのが一般的である。
【０００３】
一方吸着型は、ナツヅタのように吸盤を持ったタイプと、ヘデラ類のように気根や付着根
を持ったタイプに分かれる。
このうち吸盤を持ったタイプは、甲子園球場に代表されるように、レンガやコンクリート
壁面などに吸盤を持って堅固に登攀しているのが見られる。
【０００４】
気根や付着根を持ったタイプはブロック積み、目地のあるコンクリート壁面、リシン吹付
け壁面などに登攀している。また自然界では、樹木の幹（樹皮）に登攀している。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
壁面緑化用のツル性植物にはスイカズラ、ムベ、ヘデラ等がある。
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１、２又は３

波板状に形成されて (3)に
並行する に仕切ら １、２、３又は４

該登攀間隙 (4)は５～５０ｍｍ、好ましくは１０～３０ｍｍである請求項１又は２に記載
の吸着型蔓性植物による緑化器 (11,21)。

該スペーサー (S)は駒の型式となっており、相対する面の一方の面 (F1)が該網状保護材 (3)
の取付用で他方の面 (F2)が該登攀助材 (2)の取付用となっており、両面 (F1， F2)間で該登
攀間隙 (4)を提供するようになっている請求項１又は２に記載の吸着型蔓性植物による緑
化器 (11,21)。

該スペーサー (S)はコ字形で、相対する袖片 (S1， S2)の一方の袖片 (S1)が該網状保護材 (3)
の取付用で他方の袖片 (S2)が該登攀助材 (2)の取付用となっており、両袖片 (S1， S2)間で
該登攀間隙 (4)を提供するようになっている請求項１又は２に記載の吸着型蔓性植物によ
る緑化器 (11,21)。

該スペーサー (S)は互いに反対方向に突き出た袖片 (S1， S2)を備えたＳ字形で、一方の袖
片 (S1)が該網状保護材 (3)の取付用で他方の袖片 (S2)が該登攀助材 (2)の取付用となってお
り、両袖片 (S1， S2)により該両袖片 (S1， S2)間の垂直距離に呼応する該登攀間隙 (4)を提
供するようになっている請求項１又は２に記載の吸着型蔓性植物による緑化器 (11,21)。

該スペーサー (S)は釘状で一端の頭部 (6’ )と他端側に位置する座金 (6” )を備え、該頭部 (
6’ )と該座金 (6” )の間で登攀間隙 (4)を提供するようになっている請求項１又は２に記載
の吸着型蔓性植物による緑化器 (11,21)。



スイカズラは半落葉で、下部は葉が枯れてツルだけとなるのに対し、上部は旺盛に繁茂す
る。従って繁茂部分の手入れと、下部の緑化に問題がある。
ムベは分枝が少なく、生育も遅い。
【０００６】
吸着型蔓性植物にはヘデラヘリックス、ヘデラカナリエンシス等のヘデラ類や、オオイタ
ビカズラ、ノウゼンカズラ類、テイカカズラ、トラノツメ等がある。その中で代表的なヘ
デラ類は常緑で生長が速く、病気や害虫などにも強いため、地被植栽として近年多用され
、大規模グランドカバーにもなっている。こういったヘデラ類の性質から垂直面の緑化に
も注目を集めているが、ヘデラ類は登攀が遅く、付着根で吸着するため吸着力が弱く登攀
面から剥離落下しやすいなどの問題がある。
【０００７】
本発明は吸着型蔓性植物を起立面に、容易に、早く、剥離落下させないように登攀させる
ことのできる吸着型蔓性植物によ 化器を提供することを目的とする。
【０００８】
本発明にかかる第一の吸着型蔓性植物による緑化器は登攀助材と、網状保護材

を有している。該登攀助材 着型蔓性植物の 多孔質材で、該網
状保護材に 該吸着型蔓性植物の登攀間隙を保って 留金具により添
設されている。
【０００９】
本発明にかかる第二の吸着型蔓性植物による緑化器は登攀助材と、網状保護材と、

枠材を有している。該登攀助材 着型蔓性植物の 多孔質材
である。該網状保護材は該枠材に張設される。該枠材は外輪郭を規制すると共に設置にも
供用される。そして、該登攀助材は該網状保護材に 吸着型蔓性植物
の登攀間隙を保って 留金具により添設されている。
【００１０】
該 第二の緑化器の場合、該網状保護材が一対で該登攀助材を挟んだ状態で配置さ
れていてもよい。
【００１１】
該第一及び第二の緑化器の場合、該登攀助材はそれぞれ多孔質材の化学繊維の不織布、植
物繊維の不織布、ヤシ殻繊維のシート、発泡樹脂シート、コルクボード、木毛セメント板
、発泡コンクリート板、圧縮ボード、木板の内の一つであってもよく、ヤシ殻繊維のシー
トの場合はその一面に化学繊維の不織布が張設されていてもよい。
【００１２】
該登攀助材 該網状保護材に留金具により留められており、該登攀間
隙が 複数個 れていてもよい。
【００１３】

【００１４】

【００１５】

【００１６】

【００１７】
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る緑

と、スペー
サー は吸 付着根が侵入し得る

、該スペーサーによる 、

スペー
サーと、 は吸 付着根が侵入し得る

、該スペーサーによる
、

第一及び

は波板状に形成されて
並行する に仕切ら

該登攀間隙は５～５０ｍｍ、好ましくは１０～３０ｍｍであってもよい。

該スペーサーは駒の型式となっており、相対する面の一方の面が該網状保護材の取付用で
他方の面が該登攀助材の取付用となっており、該両面間で該登攀間隙を提供するようにな
っていてもよい。

該スペーサーはコ字形で、相対する袖片の一方の袖片が該網状保護材の取付用で他方の袖
片が該登攀助材の取付用となっており、両袖片間で該登攀間隙を提供するようになってい
てもよい。

該スペーサーは互いに反対方向に突き出た袖片を備えたＳ字形で、一方の袖片が該網状保
護材の取付用で他方の袖片が該登攀助材の取付用となっており、両袖片により該両袖片間
の垂直距離に呼応する該登攀間隙を提供するようになっていてもよい。



【００１８】
【発明の実施の形態】
本発明の第一の緑化器の場合、登攀助材と、網状保護材 を有している。こ
の登攀助材 多孔質材で、

【００１９】
この 間隙は吸着型蔓性植物が登攀できかつ吸着型蔓性植物が登攀助材から完全に離脱
するのを防げればよく、５～５０ mmが適当であるが、好ましくは１０～３０ mmである。吸
着型蔓性植物はこの登攀間隙を通って登攀助材に付着根を張りつつ登攀することが発明者
によって確認されている。登攀助材と網状保護材が密着してしまうと蔓が網状保護材と登
攀助材の間にうまく入り込めず、登攀速度が遅くなり、かつ風圧による剥離もし易い。起
立面としては道路ののり面、構造物の壁面、更には一対とした網状保護材の一方の登攀助
材との対向面が含まれる。
【００２０】
この登攀助材はこの網状保護材に吸着型蔓性植物の登攀間隙を適宜のスペーサーにより保
って添設されている。この添設はコの字型の針金、ワイヤー又はバンド等の留金具でなさ
れ
【００２１】
この場合、スペーサーは独立した物品であってもよく、また留め具等の他物品自体を利用
するものでもよい。独立型式のスペーサーとしては、例えば駒や、コ字形又はコ字形の袖
片の一方を他方と反対方向へ突出させたＳ字状形金具で一方の袖片に透孔を設けたものが
ある。駒の場合、Ｕ字形又は頭部付きの留め具を網状保護材の外側からその線材又は線材
同志の交点を押えるようにこの駒に挿通して に差し込む。コマが硬い場合は透孔
を穿っておく。起立面に対する登攀助材と網状保護材の同時添設用となる。駒の厚さが登
攀間隙の寸法となる。
【００２２】
コ字形及びＳ字状形金具の場合、そのウェブ部の長さが登攀間隙の寸法となる。その一方
の袖片の透孔を通し登攀助材に留め具を挿通し 方の袖片に網状保護材を取付ける。こ
の取付けはこの他方の袖片にボルト孔を穿ってボルト・ナットでしても、また針金で結束
してもよ
【００２３】
この緑化器は、起立面に登攀助材を対面させ、網状保護材の外面から留め具を起立面に差
し込んで、起立面に留められる。この起立面としては壁、フェンス、のり面等が該当す

【００２４】
この緑化器は登攀助材と網状保護材が一体化して所定の登攀間隙も用意されているので、
取扱が容易で、起立面に対する設置も容易である。
【００２５】

の場合、吸着型蔓性植物を登攀間隙の下方の培地もしくは網状保護材の外側の
近くに植栽する。この植栽は吸着型蔓性植物を袋やポット等の容器に植栽したものを登攀
間隙の下方に設置してもよい。吸着型蔓性植物の芽部をＵ型釘等で仮止めし、又は網状保
護材に紐で仮止めすると吸着型蔓性植物が安定して好ましい。吸着型蔓性植物は生長する
に従い、付着根が所々に発生して登攀助材に侵入し、その組織の一部と係合し、自身を保
定しながら登攀助材に沿って網状保護材との間の登攀間隙を登攀していく。一部の枝葉は

10

20

30

40

50

(4) JP 3602948 B2 2004.12.15

該スペーサーは釘状で一端の頭部と他端側に位置する座金を備え、該頭部と該座金の間で
登攀間隙を提供するようになっていてもよい。

と、スペーサー
は吸着型蔓性植物の付着根が侵入し得る 該網状保護材に該スペー

サーによる該吸着型蔓性植物の登攀間隙を保って、留金具により添設されている。
　この登攀助材は、吸着型蔓性植物の付着根と登攀助材との係合により、吸着型蔓性植物
に該登攀間隙を登攀させるためのものである。また多孔質材は保湿性や保水性を有するの
で付着根の生育の点からも好ましい。ヤシ殻繊維のシートの場合、その一面に補強用の不
織布が張設される。

登攀

る。  

登攀助材

、他

い。

る
。

この緑化器



網状保護材の空間からその外部へ張出して繁茂する。
【００２６】
風圧により付着根が登攀助材から引き抜かれようとしても、網状保護材が吸着型蔓性植物
の外面を覆っているので、それが阻止される。
【００２７】
本発明にかかる第二の緑化器は、第一の緑化器に対し枠材を有する点が違っているので、
この点について述べる。枠材は外輪郭を規制すると共に設置にも供用される。網状保護材
はこの枠材に張設され、登攀助材はこの網状保護材に 吸着型蔓性植物
の登攀間隙を保って 留金具により添設されている。この添設も既記の通りコの字型の針
金、ワイヤー、バンド等が採用される。
【００２８】
枠材は木材、竹又はプラスチック製でもよいが、金属パイプを折り曲げて作成するのが強
度や耐久性の点から望ましい。その形状も円、楕円、多角形等、適宜でよいが、矩形とす
るのが成形性や取扱性の点から好ましく、矩形の場合、その一辺を省略して三辺としても
よい。この枠材により緑化器外輪郭が規制される。
【００２９】
この緑化器を起立面に、その登攀助材をこの起立面に向けて、設置する。設置には留め具
を用いるのがよく、例えば枠材に貫通孔を穿っておき、留め具を枠材の外側からその貫通
孔を通して起立面に差し込むようにする。
【００３０】
吸着型蔓性植物の植栽の仕方 一の緑化器の場合と同様なので、説明は省略する。
【００３１】
この第二の緑化器の場合、外輪郭が枠材で定まっているので、自身が緑化する起立面を備
えていることになり、適当な場所に設置するだけで緑化に供せる。
【００３２】
またこの第二の緑化器の場合、該網状保護材が一対で該登攀助材を挟んだ状態で配置され
ていると、緑化器の表裏の方向性がなくなり、設置もこの伸張部を地面に差し込めばよく
、登攀助材の一面に大きな風圧を受けるような場所に設置しても反対面の網状保護材がこ
の登攀助材をバックアップする。
【００３３】
この第二の緑化器の場合も、第一の緑化器の場合と同様に、多孔質材の種類を選べ、また
ヤシ殻繊維のシートの場合の化学繊維の不織布の張設構造も採用できる。
【００３４】
第一及び第二の緑化器の場合、登攀助材 網状保護 留金具により
留められており、登攀間隙が 複数個 れていると、吸着型蔓性植物は一つ
の登攀間隙内を登攀するので、風圧を受けた場合でも登攀間隙内で動かされることがなく
、登攀助材からの剥離がより一層防止されると共に登攀速度が促進される。
【００３５】

【００３６】

【００３７】
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、スペーサーによる
、

は第

は波板状に形成されて 材に
並行する に仕切ら

該登攀間隙は５～５０ｍｍ、好ましくは１０～３０ｍｍであると、吸着型蔓性植物がこの
登攀間隙を通って登攀助材に付着根を張りつつ登攀し、吸着型蔓性植物が登攀助材から離
脱するのを防げ、登攀速度を加速させることができる。

第一及び第二の緑化器の場合、該スペーサーは駒の型式となっており、相対する面の一方
の面が該網状保護材の取付用で他方の袖片が該登攀助材の取付用となっており、両面間で
該登攀間隙を提供するようになっていると、駒が釘等を簡単に挿通する程度の硬さならそ
のまま留め具を駒に挿通して該登攀助材を該網状保護材に所定の登攀間隙を保って添設で
き、もし硬すぎる場合は駒に貫通孔をあけておけばよい。

該スペーサーはコ字形で、相対する袖片の一方の袖片が該網状保護材の取付用で他方の袖
片が該登攀助材の取付用となっており、両袖片間で該登攀間隙を提供するようになってい



【００３８】

【００３９】

【００４０】
【実施例】
図面において、同一符号は同一もしくは相応部分を示す。
図１～図７は本発明にかかる の実施例を 示してある。
【００４１】
１は緑化するべき起立面である。この起立面１は、図１が道路ののり面、図２は建築物の
壁面、図３は登攀助材２を挟んで相対する一対の網状保護材３の一方の登攀助材２と相対
する面の場合を示してある。この起立面１に多孔質材の登攀助材２と網状保護材３を順次
に、かつ登攀助材２と網状保護材３の間に吸着型蔓性植物Ｈの登攀間隙４を保って添設す
る。この登攀間隙４の形成のためにスペーサーＳを採用する。
【００４２】
図４は吸着型慢性植物Ｈの登攀状態の説明図であるが、この中に登攀助材２と網状保護材
３を起立面１に同時に添設する場合に適したスペーサーＳを示してある。このスペーサー
Ｓは駒となっており、釘等を簡単に挿通する程度の硬さならそのまま用い、硬過ぎる場合
は透孔を穿っておく。頭部６′の付いた留め具６を網状保護材３、スペーサーＳ及び登攀
助材２を貫いて起立面１に差し込めば、登攀助材２と網状保護材３が、両者間に駒の厚さ
に適合する寸法の登攀間隙４を保って、添設される。頭部６′の押えだけでは網状保護材
３の添設が不完全な場合、針金等を用いて網状保護材３を頭部６′に結束する。
【００４３】
図５の（ａ）、（ｂ）、（ｃ）は各別の を図示したものである。（ａ）では二
種類を併示してあり、上はコ字形で下はＳ字状形である。何れの場合も、一方の袖片Ｓ 1

は網状保護材３の取付け用で、他方の袖片Ｓ 2は登攀助材２の起立面１に対する添設用で
ある。
【００４４】
コ字形の場合、登攀助材２側の袖片Ｓ 2を網状保護材３側の袖片Ｓ 1より長くしておくと、
起立面１に対する留め具６の差し込みがし易い。袖片Ｓ 1にはボルト・ナットＳ 3で網状保
護材３を止める場合はボルト孔を穿っておく。針金で止める場合、このボルト孔はなくて
もよい。
Ｓ字状形の場合、袖片Ｓ 1又はＳ 2に対する止め具６の差し込みは容易である。
【００４５】
（ｂ）は頭部６′の付いた留め具６に座金６″を設けたもので、この座金６″と頭部６′
の間が登攀間隙４に適合する。起立面１に差し込まれた留め具６は座金６″により登攀助
材２を起立面１に添設する。網状保護材３は針金等で頭部６′に結束する。この結束を差
し込みの前にすれば同時型となり、後にすれば順次型となる。
【００４６】
（ｃ）は留め具６をスペーサーＳとして用いる場合の四つの型を併示したもので何れも順
次型である。頭部６′はＴ型、フック型、丸フック型及び平頭型である。起立面１に添設
されている登攀助材２にスペーサーＳを差し込んで網状保護材３を登攀助材２に添設する
。このスペーサーＳの差し込み寸法を、登攀助材２と網状保護材３間に登攀間隙が形成さ
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ると、一方の袖片に該網状保護材を取付け、他方の袖片に該登攀助材を取付けるだけで、
該網状保護材と該登攀助材間に所定の登攀間隙を確保できる。

該スペーサーは互いに反対方向に突き出た袖片を備えたＳ字形で、一方の袖片が該網状保
護材の取付用で他方の袖片が該登攀助材の取付用となっており、両袖片により該両袖片間
の垂直距離に呼応する該登攀間隙を提供するようになっていると、該網状保護材と該登攀
助材の取付けがウェブ部を挟んで反対側の袖片でなせるので、作業がし易い。

該スペーサーは釘状で一端の頭部と他端側に位置する座金を備え、該頭部と該座金の間で
登攀間隙を提供するようになっていると、該スペーサーを、該網状保護材に対する該登攀
助材の添設と、この緑化器の起立面に対する取付けの双方に兼用できる。

緑化器 、その使用状態を含めて

スペーサー



れるように、目印Ｍで、目測で、又は定規で調節する。スペーサーＳの頭部６′を網状保
護材３に針金等で結束する。
【００４７】
起立面１に対する添設は、登攀助材２と網状保護材３の上端部を起立面１の上端部に留め
具６で固定して垂らし、下方に向って適宜の間隔で留め具６で固定する。この際、登攀助
材２と網状保護材３の間に登攀間隙４を形成する。
【００４８】
図３の場合は網状保護材３の少なくとも一方に脚部３′を形成して地中に埋設して起立面
１とし、この起立面１に登攀助材２と他方の網状保護材３を順次添設する。
【００４９】

二の緑化方法の実施例は、前記の図１、２及び４を利用して、説明される。即ちこれ
らの図面で示された登攀助材２がヤシ殻繊維、ロックウール、発泡樹脂、発泡コンクリー
ト、樹皮チップの内の一つ又は二つ以上を、流動性媒体と混合して吹付け、その固化によ
って構成されたものとなっている。この登攀助材２の上に網状保護材３を登攀助材２と網
状保護材３の間に吸着型蔓性植物Ｈの登攀間隙４を保って張設する。この登攀間隙４の形
成のためにスペーサーＳを用いることは第一の緑化方法の場合と同様である。
【００５０】
以下の作業は第一及び第二の緑化方法に共通する。吸着型蔓性植物Ｈを登攀助材２と網状
保護材３の下位置の培地７に植栽し、又は吸着型蔓性植物Ｈを植栽した袋やポットなどの
容器７′を設置して、その芽部Ｈ′を登攀助材２と網状保護材３の間

登攀間隙４に導入する。この場合は、図４に示すように、芽部Ｈ′を登攀助
材２又は網状保護材３に針金、ワイヤー、紐等の仮止め具８で仮止めしてもよい。吸着型
蔓性植物Ｈは生長するにつれ、その所々に発生した付着根Ｈ″が登攀助材２の隙間に侵入
してその組織の一部に係合する。この係合により吸着型蔓性植物Ｈは登攀を助けられ、登
攀間隙４を上っていく。枝葉の一部は網状保護材３の空間部から外面に現れ、網状保護材
３の表面を隠蔽して緑化する。
【００５１】
登攀助材２は付着根Ｈ″が侵入しやすいように多孔質材となっている。第一の緑化方法の
場合 登攀助材２はそれぞれ多孔質材の化学繊維の不織布、植物繊維の不織布、ヤシ殻繊
維のシート、発泡樹脂シート、コルクボード、木毛セメント板、発泡コンクリート板、圧
縮ボード、木板の内から選ばれる。
【００５２】
また、第二の緑化方法の場合はヤシ殻繊維、ロックウール、パーライト、樹皮チップ、発
泡樹脂、発泡コンクリートの内の一つ又は二つ以上を、流動性媒体と混合して吹付ける。
そして固化した登攀助材２が多孔性となるようにする。
【００５３】
図６は登攀助材２がヤシ殻繊維のシートの場合で、一面に化学繊維の不織布９が張設され
、引っ張り耐力を増加させている。この例は第一の緑化方法の場合に適用される。
【００５４】
第一の緑化方法の場合、登攀助材２と網状保護材３は留め具６により起立面１に直接に固
定される。こうすると、登攀助材２と網状保護材３が風圧で起立面１に対しはためくのを
防がれ、吸着型蔓性植物Ｈの生育が良好となる。
【００５５】

図８は本発明にかかる第一の緑化器１１の例を示してある。この緑化器１１は多
孔質材の登攀助材２と、網状保護材３ を有している。登攀助材２は

網状保護材３に
吸着型蔓性植物Ｈの登攀間隙４を保って 留金具５により添設されている。
【００５６】
前記の図４は緑化方法の実施例であるが、この第一の緑化器１１の使用状態の説明にも利
用できる。この緑化器１１をこのまま緑化施工場所に運び、そこの起立面１に沿って配置

10

20

30

40

50

(7) JP 3602948 B2 2004.12.15

　第

にスペーサーＳによ
って現出した

、

図７及び
と、スペーサーＳ 吸着

型蔓性植物Ｈの付着根Ｈ”が侵入し得る多孔質材で、 スペーサーＳを介し
、



し、留め具６によりこの起立面１に留められる。以降の工程は前記の緑化方法の場合と同
じなので、図１、２及び４も参照される。吸着型蔓性植物Ｈはこの緑化器１１の下位置の
培地７に植栽し、その芽部Ｈ′を登攀助材２に添わせる。仮止め具８で仮止めしてもよい
。
【００５７】
吸着型蔓性植物Ｈは生育に伴って付着根Ｈ″を発生し、この付着根Ｈ″が登攀助材２に侵
入してその組織と係合し、芽部Ｈ′の登攀を助ける。
【００５８】
図９は本発明にかかる第二の緑化器２１の例を示したもので、図１０は図９の側面図で使
用状態を示してある。第一の緑化器１１との相違は枠材２２を用いている点である。
【００５９】
枠材２２はパイプをＵ字形状に折曲げたもので緑化器２１の外輪郭を規制している。この
枠材２２はまた緑化器２１の設置に供用される。
【００６０】
登攀助材２は多孔質材で構成される。図１１に示すように、その上端部は枠材２２の水平
部２２ａに巻き掛けられ、ばね挟み２３をこの登攀助材２の外側から水平部２２ａに弾発
係合させて登攀助材２のずれ落ちを防ぐ。
【００６１】
網状保護材３は、枠材２２により形成されるＵ字形の開口面をほぼ全面的に覆うように、
この枠材２２に溶接して張設される。
そして、登攀助材２は、自身と網状保護材３との間に 吸着型蔓性植
物Ｈの登攀間隙４を保って、留金具５によりこの網状保護材３に添設されている。
【００６２】
図１０に示すように、この緑化器２１は緑化場所に運ばれ、起立面１に登攀助材２を対向
させて設置される。この場合、枠材２２の適所に貫通孔２２ｂを穿っておき、留め具６を
この貫通孔２２ｂに挿通して起立面１に差し込むようにするとよい。
【００６３】
吸着型蔓性植物Ｈの植栽については第一の緑化器１１の場合と実質的に変りがないので省
略する。
【００６４】
図１２は第二の緑化器２１の変形の側面図である。この緑化器２１の場合、網状保護材３
は一対で登攀助材２を挟んだ状態で配置されている。この場合、緑化器２１自体が起立面
１を備えているので起立面による制約を受けない。登攀助材２の両面に登攀間隙４がある
ので設置の際の表裏の方向性をなくせる。枠材２２の垂直部２２ｃの下端の延長部の脚部
２２ｄを地中に固定する。登攀助材２が風圧を受けて反対方向へ撓もうとすると、そちら
側の網状保護材３がバックアップする。高速道路の中央分離帯の緑化に適している。
【００６５】
図１３は図９の１３－１３線 断面図である。
登攀助材２は 網状保護材 留金具５により留められており、登攀間
隙４ 複数個 ている。こうすると、吸着型蔓性植物は登攀間隙４内を
登攀するので、登攀速度が速く、風圧を受けた場合でも登攀間隙４内で動かされることが
なく登攀助材２からの剥離がより一層防止される。
【００６６】
この構成は図８の第一の緑化器１１及び図１２の第二の緑化器の変形にも適用できること
は明らかで、その場合でもそれらの緑化器１１や２１としての作用を損なうことはない。
【００６７】
図１４は第二の緑化器２１の変形の更なる変形であって道路の遮音壁面に対し直角に設置
するのに適合させたものである。図１５と１６はこの緑化器２１を遮音壁の支柱であるＨ
型鋼に取付けるためのクランプを示す。
【００６８】
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、スペーサーＳを介し

拡大
波板状に形成されて ３に

が並行する に仕切られ



この緑化器２１の場合、枠材２２は第二の緑化器２１の水平部２２ａが極端に短い湾曲部
２２ｅとなってこれに続く傾斜部２２ｆで下端に到達し、全体として直角三角形状を呈し
ている。その他の構成は既記の変形された緑化器２１と同様である。
【００６９】
クランプ３１は一対のフック３２、パイプバンド３３及び締付ボルト３４を有している。
フック３２はＬ型鋼棒の一端にＨ型鋼３５の袖片３６に係合する湾曲部３７を有し、他端
に締付ボルト３４を挿通するリング３８が形成される。パイプバンド３３は枠材の垂直部
２２ｃｂに巻かれ、一対の耳片３９でリング３８を挟み、締付ボルト３４を締付けて枠材
２２を袖片３６に取付ける。４０は吸音板である。
【００７０】
図１７は図１４緑化器２１の回転を防ぐためのアンカー４１とその係止機構を示してある
。アンカー４１は地中に挿入され、傾斜部２２ｆの下端部に遊挿したＪボルト４２をこの
アンカー４１に係合してナット４３で締付ける。吸着型蔓性植物Ｈが緑化器２１の下方に
植栽されることは既記の場合と同様である。これにより、ドライバーの目に遮音壁の無味
乾燥の平坦な前面が直接写るのが防がれ、目にやさしさを与える。
【００７１】
以上述べた各緑化器１１及び２１の場合も、登攀助材２は付着根Ｈ″が侵入しやすいよう
に空隙に富んだ多孔質材がよく、化学繊維の不織布、植物繊維の不織布、ヤシ殻繊維のシ
ート、発泡樹脂シート、コルクボード、木毛セメント板、発泡コンクリート板、圧縮ボー
ド、木板から選ばれ、ヤシ殻繊維のシートの場合は一面に化学繊維の不織布を張設して引
っ張り耐力を増加させる。
【００７２】
図１８は図１４の１８－１８線断面図で、図１３に呼応するものである。登攀助材２は網
状保護材３に留金具５により留められている。こうすると、風圧を受けても登攀助材２の
揺動が少なくて済み、付着根Ｈ″が登攀助材２から脱出するのを防いで登攀に対する支障
をなくす。
【００７３】
この三角形状の緑化器２１の場合も、図１４に示すように登攀助材２の上端部は枠材２２
の湾曲部２２ｅに巻き掛けられてばね挟み２３により固定されている。こうすると、登攀
助材２の重量及び吸着型蔓性植物Ｈの生育時の重量を枠材２２の湾曲部２２ｅに支持させ
られるので、登攀助材２の網状保護材３に対する添設が簡単に行える。
【００７４】
【実験例】
ヘデラの登攀試験を、伸張量と、被覆率の双方で行ったところ、次のような結果が得られ
た。
【表１】
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ただし、従来区：金網
試験区：金網＋ヤシ殻繊維シート
以上の結果から、伸張量及び被覆率共にヤシ殻繊維シートを併用した方が効果的であるこ
とが分った。
【００７５】
【発明の効果】
本発明の第一の緑化器によれば、

これを起立面に取付け 吸着型蔓性植物を植栽す

【００７６】
請求項 の本発明の第二の緑化器によれば、

枠材に登攀助材と網状保護材がセットされているので、
保形が確実で、起立面が自身に備わっており、枠材を設置面に設置するだけで

その部分の緑化をできる。
【００７７】
請求項 によれば、緑化器の表裏の方向性がなくせ、両面の緑化が可能でかつ、登攀助材
の一面に大きな風圧を受けるような場所に設置しても反対面の網状保護材がこの登攀助材
をバックアップして吸着型蔓性植物の脱落を防止できる。
【００７８】
請求項 によれば、緑化方法の場合と同様に、いずれのシートも吸着型蔓性植物の付着根
の侵入が容易で、かつ保水効果もあり、吸着型蔓性植物の生育に効果的で、請求項１３に
よればヤシ殻繊維のシートの場合の引張強度を高めることができる。
【００７９】

10

20

30

40

50

(10) JP 3602948 B2 2004.12.15

登攀助材と、網状保護材と、スペーサーを有し、該登攀
助材は吸着型蔓性植物の付着根が侵入し得る多孔質材で、該網状保護材に、該スペーサー
による該吸着型蔓性植物の登攀間隙を保って、留金具により添設されているので、登攀に
必要かつ十分な登攀間隙はスペーサーにより確保されており、一体化による取り扱いが容
易で、 るだけで緑化の準備ができ、 れば吸
着型蔓性植物の付着根と登攀助材の組織との引っ掛かり及び登攀助材の隙間に含まれる水
分の吸収により吸着型蔓性植物を登攀助材に添って登攀生長させることができ、登攀助材
からの脱落も網状保護材によって防ぐことができ、従って起立面全面を下から万遍なく、
しかも一年を通して緑化することができる。

２ 第一の緑化器の構成に枠材が加わっており、
この 第一の緑化器の奏する作用効
果に加え、

３

４



請求項 によれば、
吸着型蔓性植物は

一つの登攀間隙内を登攀する 、風圧を受けた場合でも登攀間隙内で動かさ
れることがなく、登攀助材からの剥離をより一層防止できる。
【００８０】

【００８１】

【００８２】

【００８３】

【００８４】

【図面の簡単な説明】
【図１】 着型蔓性植物による緑化方法の 例を示す斜面図で、起立面１として道路の
のり面が採用された場合である。
【図２】起立面１が建造物の壁面の場合である。
【図３】起立面１が網状保護材３の一面の場合である。
【図４】吸着型蔓性植物Ｈの登攀状態の説明図である。
【図５】スペーサーＳを使用状態で示す斜面図で、（ａ）はコ字形とＳ字状形を共に示し
、（ｂ）は座金付き形で、（ｃ）は留め具形の四種類を共に示す。
【図６】登攀助材２が化学繊維の不織布９を張設したヤシ殻繊維のシートである場合の斜
面図である。
【図７】留金具５の一例を示す平面図である。
【図８】本発明の第一の吸着型蔓性植物による緑化器１１の具体例を示す斜面図である。
【図９】本発明の第二の吸着型蔓性植物による緑化器２１の具体例を示す正面図である。
【図１０】図９の側面図で、使用状態で示してある。
【図１１】ばね挟み２３による登攀助材２の枠材２２の水平部２２ａに対する固定構造の
説明図である。
【図１２】本発明の第二の吸着型蔓性植物による緑化器２１の変形を示す側面図で、登攀
助材２を表示するため垂直部２２ｃの一部を切除して示す。
【図１３】図９の１３－１３線 断面図で

ある。
【図１４】本発明にかかる第二の吸着型蔓性植物の緑化器２１の変形した緑化器の更に変
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５ 該登攀助材は波板状に形成されて該網状保護材に留金具により留めら
れており、該登攀間隙が並行する複数個に仕切られているので、 仕切ら
れた ことになり

請求項６によれば、吸着型蔓性植物がこの登攀間隙を通って登攀助材に付着根を張りつつ
登攀し、吸着型蔓性植物が登攀助材から離脱するのを防げ、登攀速度を加速させることが
できる。

請求項７によれば、該スペーサーはコ字形で、相対する袖片の一方の袖片が該網状保護材
の取付用で他方の袖片が該登攀助材取付用となっており、両袖片間で該登攀間隙を提供す
るようになっているので、駒が釘等を簡単に挿通する程度の硬さならそのまま留め具を駒
に挿通して該登攀助材を該網状保護材に所定の登攀間隙を保って添設でき、もし硬すぎる
場合は駒に貫通孔をあけておけばよい。

請求項８によれば、該スペーサーは互いに反対方向に突き出た袖片を備えたＳ字形で、一
方の袖片が該網状保護材の取付用で他方の袖片が該登攀助材の取付用となっており、両袖
片により該両袖片間の垂直距離に呼応する該登攀間隙を提供するようになっているので、
一方の袖片に該網状保護材を取付け、他方の袖片に該登攀助材を取付けるだけで、該網状
保護材と該登攀助材間に所定の登攀間隙を確保できる。

請求項９によれば、該スペーサーは釘状で一端の頭部と他端側に位置する座金を備え、該
頭部と該座金の間で登攀間隙を提供するようになっているので、該網状保護材と該登攀助
材の取付けがウェブ部を挟んで反対側の袖片でなせるので、作業がし易い。

請求項１０によれば、該スペーサーは釘状で一端の頭部と他端側に位置する座金を備え、
該頭部と該座金の間で登攀間隙を提供するようになっているので、該スペーサーを、該網
状保護材に対する該登攀助材の添設と、この緑化器の起立面に対する取付けの双方に兼用
できる。

　吸 一

拡大 、２点差線により図１２の網状保護材が両面
に位置する場合の同様の断面図も併示して



形した例の正面図である。
【図１５】クランプ３１の具体例を示す側面図である。
【図１６】同平面図である。
【図１７】図１４の緑化器２１のアンカー４１部分の詳細切断平面図である。
【図１８】図１４の１８－１８線断面図である。
【符号の説明】
１　　　起立面
２　　　登攀助材
３　　　網状保護材
４　　　登攀間隙
５　　　留金具
６　　　留め具
Ｈ　　　吸着型蔓性植物
Ｈ′　　芽部
Ｈ″　　付着根
９　　　不織布
１１　　第一の緑化器
２１　　第二の緑化器
２２　　枠材
２２ａ　水平部
２２ｂ　貫通孔
２２ｃ　垂直部
２２ｄ　脚部
２２ｅ　湾曲部
２２ｆ　傾斜部
２３　　ばね挟み
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】
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